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キ

ャ
ン

パ
ス

③
高

等
専

門
学

校
教

員
対

象
【
会

場
】
愛

媛
大

学
愛

大
ミ

ュ
ー

ズ

■
Ｔ

Ｐ
更

新
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
Ｔ

Ｐ
を

更
新

し
，

自
ら

を
振

り
返

る
こ

と
を

目
的

に
２

回
実

施

①
Ｈ

２
３

．
８

．
２

４
【
会

場
】

愛
媛

大
学

校
友

会
館

※
S
P
O

D
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
1
1
に

お
い

て
開

催

②
Ｈ

２
３

．
９

．
１

６
【
会

場
】

愛
媛

大
学

愛
大

ミ
ュ

ー
ズ

12
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【
研

修
ニ

ー
ズ

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

】
目

的
：
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
加

盟
校

教
員

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
く

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

対
象

：
全

加
盟

校
の

教
員

回
答

率
：
回

答
率

約
３

６
％

（
回

答
者

１
，
７

２
４

人
）

結
果

の
公

表
：

・
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
フ

ォ
ー

ラ
ム

期
間

中
，

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

ル
ー

ム
へ

展
示

。
・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

コ
ア

運
営

協
議

会
Ｆ

Ｄ
専

門
部

会
に

て
分

析
方

法
を

検
討

→
愛

媛
大

学
に

お
い

て
分

析
後

，
結

果
は

，
全

加
盟

校
に

報
告

。
・
学

会
発

表
。

③
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
に

お
け

る
組

織
評

価
・
効

果
検

証
の

検
討

今
後

，
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

コ
ア

運
営

協
議

会
に

「
調

査
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

設
置

し
，

組
織

評
価

及
び

教
育

効
果

の
検

証
を

お
こ

な
う

。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

コ
ア

運
営

協
議

会
Ｆ

Ｄ
専

門
部

会
※

平
成

２
３

年
１

２
月

１
６

日
（
金

）
，

愛
媛

大
学

愛
大

ミ
ュ

ー
ズ

13

【
補

４
、
５
】

■
学

務
系

職
員

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
Ⅰ

－
１

）

【
日

時
】

平
成

２
３

年
９

月
７

日
（
水

）
～

８
日

（
木

）

【
会

場
】

愛
媛

大
学

【
参

加
者

】
５

３
名

【
内

容
】

学
生

相
談

入
門

，
対

学
生

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

入
門

,

キ
ャ

リ
ア

支
援

入
門

，
学

生
危

機
管

理
対

応
入

門
な

ど

【
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
】

参
加

者
の

約
９

８
％

が
「
満

足
」
と

回
答

④
専

門
職

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

・
実

施
（
１

）

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

が
開

発
し

た
以

下
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

新
規

に
実

施
。

・
「
学

務
系

職
員

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
レ

ベ
ル

Ⅰ
）
」

・
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
ー

Ｓ
Ｄ

セ
ミ

ナ
ー

「
社

会
連

携
系

職
員

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発

■
学

務
系

職
員

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
Ⅰ

－
２

）

【
日

時
】

平
成

２
３

年
１

１
月

１
７

日
（
木

）
～

１
８

日
（金

）

【
会

場
】

徳
島

大
学

【
参

加
者

】
２

８
名

【
内

容
】

高
等

教
育

基
礎

論
，

入
試

広
報

入
門

，
Ｆ

Ｄ
概

論
な

ど

【
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
】

参
加

者
の

約
９

３
％

が
「
満

足
」
と

回
答

学
務

系
職

員
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
愛

媛
大

学
）

学
務

系
職

員
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
徳

島
大

学
）

14

【
補

４
、
５
】

■
社

会
連

携
系

職
員

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発

【
日

時
】

平
成

２
４

年
２

月
１

７
日

（
金

）
～

１
８

日
（
土

）

【
会

場
】

愛
媛

県
新

居
浜

市
「
新

居
浜

ホ
テ

ル
マ

ッ
ク

ス
ビ

ジ
ョ
ン

」

【
参

加
者

】
１

６
名

【
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
】

「
セ

ミ
ナ

ー
の

内
容

が
あ

な
た

の
仕

事
に

と
っ

て
有

意
義

で
あ

っ
た

か
」

の
質

問
に

対
し

て
、
参

加
者

の
約

９
４

％
か

ら
「
有

意
義

で
あ

っ
た

」
と

い
う

回
答

を
得

て
い

る
。

④
専

門
職

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

・
実

施
（
２

）

15

⑤
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

職
員

講
師

の
養

成

■
平

成
２

３
年

度
講

師
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
１

）
第

１
回

講
師

養
成

研
修

【
日

時
】

平
成

２
３

年
６

月
１

日
（水

）～
３

日
（金

）

【
会

場
】

愛
媛

大
学

【
参

加
者

】
１

２
名

（
２

）
第

２
回

講
師

養
成

研
修

（プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

入
門

）

【
日

時
】

平
成

２
４

年
２

月
３

日
（金

）

【
会

場
】

愛
媛

大
学

【
参

加
者

】
１

７
名

【
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
（第

１
，
２

回
）】

満
足

度
：
１

０
０

％

【
講

師
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

】
目

的
：
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
講

師
を

で
き

る
職

員
の

育
成

。
成

果
：
受

講
者

が
実

際
に

，
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
フ

ォ
ー

ラ
ム

２
０

１
１

，
「
学

務
系

職
員

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
，

「
大

学
人

，
社

会
人

と
し

て
の

基
礎

力
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
レ

ベ
ル

Ⅰ
）
」
の

講
師

を
務

め
た

。

第
２

回
講

師
養

成
研

修

（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

入
門

）

16
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【
補

４
、
５
】

⑥
次

世
代

リ
ー

ダ
ー

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

実
績

：
計

１
６

名
で

各
４

回
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

受
講

者
：
１

期
生

８
名

，
２

期
生

８
名

内
容

：
高

等
教

育
に

関
す

る
第

一
人

者
の

講
義

を
受

け
，

多
数

の
課

題
を

ク
リ

ア

し
な

が
ら

，
次

世
代

の
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

，
大

学
等

の
運

営
を

担
う

た
め

に
必

要
な

技
能

，
知

識
，

態
度

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

指
し

た
。

最
終

回
に

は

受
講

者
に

修
了

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
レ

ポ
ー

ト
の

提
出

，
発

表
及

び
口

頭
試

問
を

課
し

，
修

了
判

定
を

実
施

。
※

第
１

期
生

８
名

の
う

ち
，

７
名

が
修

了
。

■
次

世
代

リ
ー

ダ
ー

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
計

４
回

）

①
第

１
回

Ｈ
２

３
．
６

．
９

～
１

１
【
会

場
】

高
松

テ
ル

サ
（
香

川
県

）
【
講

師
】

福
島

一
政

（
愛

媛
大

学
監

事
）
ほ

か

②
第

２
回

Ｈ
２

３
．
８

．
４

～
６

【
会

場
】

愛
媛

大
学

，
聖

カ
タ

リ
ナ

大
学

【
講

師
】

山
本

眞
一

（
広

島
大

学
）
ほ

か

③
第

３
回

Ｈ
２

３
．
１

１
．
２

４
～

２
６

【
会

場
】

徳
島

大
学

【
講

師
】

諸
星

裕
（
桜

美
林

大
学

）
，
各

務
正

（
順

天
堂

大
学

）
ほ

か

④
第

４
回

Ｈ
２

４
．
１

．
１

９
～

２
１

【
会

場
】

高
知

大
学

【
講

師
】

秦
敬

治
（
愛

媛
大

学
）
ほ

か

次
世

代
リ

ー
ダ

ー
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
第

２
回

）
平

成
２

３
年

８
月

６
日

聖
カ

タ
リ

ナ
大

学

17

【
補

４
、
５
】

⑦
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
ー

Ｓ
Ｄ

Ｃ
の

認
定

（Ｓ
Ｄ

の
実

践
的

指
導

者
）

平
成

２
３

年
度

，
新

規
に

加
盟

校
か

ら
３

名
の

教
職

員
を

認
定

■
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
ー

Ｓ
Ｄ

Ｃ
の

認
定

に
つ

い
て

【
会

議
名

】
第

３
回

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

コ
ア

運
営

協
議

会

【
日

時
】

平
成

２
３

年
７

月
１

４
日

（木
）
１

０
時

～

【
会

場
】

各
コ

ア
校

（
遠

隔
会

議
実

施
）

【
認

定
審

査
対

象
者

】
３

名

（
１

）
秦

敬
治

（
愛

媛
大

学
教

育
・
学

生
支

援
機

構
教

授
）

（
２

）
大

竹
奈

津
子

（
愛

媛
大

学
教

育
・
学

生
支

援
機

構
特

任
助

教
）

（
３

）
米

澤
愼

二
（
愛

媛
大

学
教

育
学

生
支

援
部

次
長

）

※
「
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
に

お
け

る
ス

タ
ッ

フ
・デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト
・コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

名
称

付
与

基
準

」
に

基
づ

き
認

定

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ

オ
（
愛

媛
大

学
米

澤
慎

二
）

【
参

考
】
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
に

お
け

る
Ｓ

Ｄ
Ｃ

の
名

称
付

与
基

準
に

つ
い

て
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
－

Ｓ
Ｄ

Ｃ
の

名
称

は
，

大
学

人
，

社
会

人
と

し
て

の
基

礎
力

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

全
科

目
を

修
了

し
，
単

位
認

定
を

受
け

た
職

員
又

は
Ｓ

Ｄ
専

門
部

会
が

同
等

の
能

力
が

あ
る

と
認

め
た

者

18

・
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

つ
な

が
る

実
践

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

集
中

的
に

提
供

・
大

学
等

の
教

職
員

の
能

力
開

発
に

役
立

つ
多

種
多

様
な

Ｆ
Ｄ

／
Ｓ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

及
び

組
織

を
超

え
た

意
義

あ
る

相
互

交
流

・
関

係
づ

く
り

の
場

を
提

供
。

⑧
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
実

施

■
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
フ

ォ
ー

ラ
ム

２
０

１
１

【
日

時
】

平
成

２
３

年
８

月
２

３
日

（
火

）～
２

６
日

（金
）

【
会

場
】

愛
媛

大
学

城
北

キ
ャ

ン
パ

ス

【
参

加
者

】
５

２
５

名
（
延

べ
1
,2

8
0
名

）
※

う
ち

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

外
：
1
1
6
名

【
プ

ロ
グ

ラ
ム

数
】

４
０

プ
ロ

グ
ラ

ム

【
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
】

参
加

者
の

約
９

６
％

が
「
有

意
義

ま
た

は
満

足
」と

回
答

。

○
新

規
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
医

療
系

プ
ロ

グ
ラ

ム
「
臨

床
現

場
に

お
け

る
実

習
評

価
と

フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

」

・
高

専
系

プ
ロ

グ
ラ

ム
「
高

専
に

お
け

る
学

生
サ

ポ
ー

ト
を

ど
う

ず
る

の
か

？
」

・
ラ

ウ
ン

ド
テ

ー
ブ

ル
（
教

員
の

能
力

開
発

，
学

生
支

援
な

ど
５

ト
ピ

ッ
ク

ス
）

な
ど

★
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
フ

ォ
ー

ラ
ム

２
０

１
２

は
徳

島
大

学
で

開
催

決
定

★
【
日

時
】

H
2
4
.8

.2
2
～

8
.2

4
 

【
会

場
】

徳
島

大
学

常
三

島
キ

ャ
ン

パ
ス

何
が

学
生

の
学

び
を

促
進

す
る

の
か

？
－

授
業

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ
ン

の
事

例
か

ら
－

19

⑨
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

講
師

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

加
盟

校
が

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

に
加

盟
す

る
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

，
加

盟
校

単
位

で
希

望
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
，
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
か

ら
研

修
講

師
を

年
１

回
無

料
で

派
遣

。
※

初
年

度
は

コ
ア

校
の

講
師

１
１

名
を

２
３

機
関

に
派

遣
。

・
小

規
模

校
に

お
い

て
も

，
質

の
高

い
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
受

講
が

可
能

と
な

り
，
学

内
で

教
育

改
革

や
自

ら
の

能
力

開
発

に
取

り
組

む
状

況
が

生
ま

れ
て

き
た

。

・
加

盟
校

か
ら

の
意

見
・
要

望
を

含
め

，
Ｆ

Ｄ
／

Ｓ
Ｄ

に
関

す
る

情
報

共
有

も
行

わ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

※
派

遣
し

た
全

機
関

か
ら

本
事

業
の

継
続

希
望

が
あ

っ
た

。

【
派

遣
機

関
】

２
３

機
関

【
派

遣
講

師
】

１
１

名

【
受

講
者

数
】

６
５

４
名

（
う

ち
学

外
４

４
名

）

【
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
】

※
１

９
機

関
に

実
施

参
加

者
の

約
９

４
％

が
「
全

体
的

に
満

足
」
と

回
答

。

様
々

な
授

業
改

善
の

技
法

※
平

成
２

３
年

９
月

７
日

，
高

知
県

立
大

学
・
高

知
短

期
大

学
【
本

事
業

実
施

に
よ

る
成

果
】

■
平

成
２

３
年

度
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

講
師

派
遣

実
績

20
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⑨
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

講
師

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

状
況

一
覧

日
程

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

主
催

校
対

象
講

師
担

当
校

講
師

全
受

講
者

数
う

ち
学

外
参

加
者

数
(う

ち
遠

隔
講

義
受

講
者

）

6
月

6
月

1
0
日

(金
）

講
義

法
の

基
本

新
居

浜
工

業
高

等
専

門
学

校
F
D

香
川

大
学

葛
城

2
7

－

6
月

1
6
日

(木
）

Ｆ
Ｄ

の
意

義
と

実
践

事
例

弓
削

商
船

高
等

専
門

学
校

F
D

愛
媛

大
学

佐
藤

2
7

－

6
月

2
5
日

(土
）

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

香
川

短
期

大
学

F
D

愛
媛

大
学

秦
6
6

2

7
月

7
月

1
5
日

(金
）

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

徳
島

工
業

短
期

大
学

F
D

徳
島

大
学

香
川

1
7

0

7
月

2
2
日

(金
）

大
学

職
員

の
た

め
の

企
画

力
養

成
講

座
高

知
工

科
大

学
S
D

愛
媛

大
学

秦
2
0

3

7
月

2
9
日

(金
）

講
義

法
の

基
本

香
川

県
立

保
健

医
療

大
学

F
D

香
川

大
学

葛
城

2
8

1

7
月

2
9
日

(金
）

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

香
川

高
等

専
門

学
校

F
D

徳
島

大
学

香
川

1
4

－

7
月

3
0
日

(土
）

講
義

法
の

基
本

高
松

大
学

・
高

松
短

期
大

学
F
D

香
川

大
学

佐
藤

1
9

0

8
月

8
月

9
日

(火
）

大
学

職
員

の
た

め
の

企
画

力
養

成
講

座
松

山
東

雲
女

子
大

学
・
松

山
東

雲
短

期
大

学
S
D

愛
媛

大
学

秦
3
0

－

8
月

3
0
日

(火
）

大
学

職
員

の
た

め
の

企
画

力
養

成
講

座
聖

カ
タ

リ
ナ

大
学

・
聖

カ
タ

リ
ナ

大
学

短
期

大
学

部
S
D

愛
媛

大
学

秦
3
5

1

8
月

3
0
日

(火
）

講
義

法
の

基
本

高
知

学
園

短
期

大
学

F
D

香
川

大
学

佐
藤

4
1

5

9
月

9
月

7
日

(水
）

様
々

な
授

業
改

善
の

技
法

高
知

県
立

大
学

・
高

知
短

期
大

学
F
D

高
知

大
学

立
川

2
7

0

9
月

9
日

(金
）

大
学

職
員

の
た

め
の

企
画

力
養

成
講

座
高

知
大

学
S
D

愛
媛

大
学

秦
2
4

0

9
月

1
2
日

(月
）

Ｓ
Ｄ

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
手

法
四

国
大

学
・
四

国
大

学
短

期
大

学
部

S
D

愛
媛

大
学

米
澤

,秋
谷

3
1

0

9
月

1
5
日

(木
）

様
々

な
授

業
改

善
の

技
法

徳
島

文
理

大
学

･徳
島

文
理

大
学

短
期

大
学

部
F
D

愛
媛

大
学

佐
藤

6
6

1

9
月

2
0
日

(火
）

様
々

な
授

業
改

善
の

技
法

今
治

明
徳

短
期

大
学

F
D

高
知

大
学

俣
野

1
7

0

9
月

2
2
日

(木
）

効
果

的
な

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

技
法

愛
媛

大
学

F
D

高
知

大
学

立
川

5
0

9
月

2
7
日

(火
）

効
果

的
な

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

技
法

高
知

工
業

高
等

専
門

学
校

F
D

高
知

大
学

立
川

1
1

0

9
月

3
0
日

(金
）

様
々

な
授

業
改

善
の

技
法

愛
媛

女
子

短
期

大
学

F
D

愛
媛

大
学

佐
藤

2
6

－

1
1
月

1
1
月

3
0
日

(水
）

学
習

評
価

の
基

本
阿

南
工

業
高

等
専

門
学

校
F
D

徳
島

大
学

宮
田

,吉
田

5
5

0

1
2
月

1
2
月

9
日

(金
）

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

徳
島

大
学

F
D

愛
媛

大
学

秦
3
2

2
8
(2
8
)

1
2
月

1
6
日

(金
）

シ
ラ

バ
ス

の
書

き
方

香
川

大
学

F
D

徳
島

大
学

宮
田

1
2

3

1
2
月

1
9
日

(月
）

様
々

な
授

業
改

善
の

技
法

愛
媛

県
立

医
療

技
術

大
学

F
D

愛
媛

大
学

佐
藤

2
4

－

受
講

者
数

計
6
5
4

4
4

※
学

内
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
－

を
表

示
し

て
い

ま
す

。

21

【
平

成
２

３
年

度
開

催
実

績
】

■
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

コ
ア

運
営

協
議

会
：
９

回
開

催

（
う

ち
，
６

回
は

遠
隔

講
義

シ
ス

テ
ム

を
利

用
）

■
県

内
加

盟
校

会
議

※
徳

島
県

内
加

盟
校

会
議

３
回

愛
媛

県
内

加
盟

校
会

議
２

回

・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

コ
ア

校
が

月
１

回
程

度
、

事
業

の
実

施
、

運
営

上
の

諸
課

題
等

に
つ

い
て

協
議

。
・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

コ
ア

校
は

、
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

コ
ア

運
営

協
議

会
の

報
告

や
各

県
内

の
加

盟
校

の
ニ

ー
ズ

聴
取

を
目

的
と

し
た

県
内

加
盟

校
会

議
を

開
催

。

⑩
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

コ
ア

運
営

協
議

会
／

県
内

加
盟

校
会

議

22

（
３

）
事

業
評

価

（
内

容
）

①
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
事

業
評

価
委

員
会

②
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
に

対
す

る
文

部
科

学
省

等
の

評
価

③
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
の

取
組

へ
の

外
部

か
ら

の
評

価

23

①
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
事

業
評

価
委

員
会

【
委

員
会

委
員

（
2
0
1
1
年

度
）
】

小
田

隆
治

山
形

大
学

高
等

教
育

研
究

企
画

セ
ン

タ
ー

教
授

各
務

正
順

天
堂

大
学

総
務

局
企

画
調

整
室

部
長

佐
藤

浩
章

愛
媛

大
学

教
育

・
学

生
支

援
機

構
教

育
企

画
室

副
室

長
准

教
授

塩
崎

俊
彦

高
知

大
学

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

長
，
教

授

夏
目

達
也

名
古

屋
大

学
高

等
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
教

授

（
敬

称
略

五
十

音
順

）

外
部

有
識

者
３

名
を

含
む

委
員

会
が

、
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
が

作
成

し
た

活
動

報
告

書
を

も
と

に
書

面
に

よ
り

事
業

評
価

。
そ

の
評

価
結

果
を

も
と

に
事

業
を

改
善

。

24
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【
補

４
、
５
】

平
成

２
３

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

事
業

評
価

委
員

か
ら

の
コ

メ
ン

ト
（
１

）

１
．
全

体
的

な
本

事
業

へ
の

コ
メ

ン
ト

・
補

助
金

終
了

後
も

，
加

盟
校

が
１

校
も

抜
け

る
こ

と
な

く
，
事

業
費

を

負
担

し
な

が
ら

，
誠

実
に

事
業

を
継

続
し

て
い

る
と

い
う

印
象

を
受

け
る

。

・
各

加
盟

校
が

，
各

校
の

個
性

の
上

で
，
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
を

上
手

く
利

用
し

な
が

ら
，

自
校

の
Ｆ

Ｄ
／

Ｓ
Ｄ

活
動

を
推

進
し

て
お

り
，

評
価

で
き

る
。

・
講

師
派

遣
事

業
は

，
プ

ロ
グ

ラ
ム

タ
イ

ト
ル

等
を

見
て

も
個

性
的

で
面

白
い

。

各
校

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

な
が

ら
も

，
各

派
遣

先
で

新
し

い
目

を
開

か
せ

て

い
く

こ
と

が
で

き
る

取
組

と
思

え
，

今
後

，
こ

の
取

組
が

本
事

業
の

強
み

と

な
っ

て
い

く
の

で
は

な
い

か
。

25

【
補

４
、
５
】

平
成

２
３

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

事
業

評
価

委
員

か
ら

の
コ

メ
ン

ト
（
２

）

２
．

指
摘

事
項

・
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
に

は
，
現

場
ニ

ー
ズ

と
提

供
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
が

合
っ

て
い

る
の

か
疑

問
に

思
う

研
修

が
あ

る
。

参
加

者
募

集
の

際
の

説
明

の
仕

方
を

工
夫

す
る

な
ど

，
入

口
で

上
手

く
ニ

ー
ズ

を
合

わ
せ

る
必

要
が

あ
る

の

で
は

な
い

か
。

３
．

今
後

の
提

案
事

項
・
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

は
も

と
よ

り
，
外

部
に

も
積

極
的

に
成

果
や

成
功

事
例

を
公

表
す

べ
き

。
例

１
）

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

ニ
ュ

ー
ス

を
年

に
４

回
程

度
発

刊
す

る
。

→
コ

ア
校

４
校

の
持

ち
回

り
も

し
く

は
紙

面
分

担
を

し
て

職
員

が
制

作
。

例
２

）
フ

ォ
ー

ラ
ム

中
に

，
１

０
０

人
規

模
の

大
人

数
に

よ
る

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ
ン

を
実

施
す

る
。

・
各

加
盟

校
の

現
状

把
握

及
び

ニ
ー

ズ
調

査
の

た
め

に
，

ト
ッ

プ
（
学

長
）
へ

の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

や
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施

し
て

は
ど

う
か

。
26

②
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
に

対
す

る
文

部
科

学
省

等
の

評
価

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

は
、

大
学

連
携

の
先

進
的

な
取

組
と

し
て

、
そ

の
成

果
が

広
く

紹
介

さ
れ

、
高

く
評

価
さ

れ
て

い
る

。

国
公

私
立

大
学

を
通

じ
た

大
学

教
育

改
革

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
け

る
成

果
中

央
教

育
審

議
会

大
学

分
科

会
大

学
行

財
政

部
会

（
第

４
回

）
参

考
資

料

文
部

科
学

時
報

（
平

成
２

２
年

３
月

号
）
「
進

む
大

学
教

育
改

革
」

文
部

科
学

省
大

学
改

革
Ｇ

Ｐ
ナ

ビ
第

８
３

号
「
Ｇ

Ｐ
選

定
取

組
の

実
施

状
況

レ
ポ

ー
ト
」

③
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
の

取
組

へ
の

外
部

か
ら

の
評

価

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

の
成

果
は

、
全

国
的

に
も

注
目

さ
れ

て
お

り
、
大

学
教

育
学

会
や

大
学

行
政

管
理

学
会

に
お

け
る

成
果

発
表

に
お

い
て

も
高

い
評

価
を

受
け

て
い

る
。
そ

の
他

の
機

関
か

ら
も

先
進

的
な

取
組

事
例

と
し

て
発

表
依

頼
を

多
数

い
た

だ
い

て
い

る
。

27

①
Ｆ

Ｄ
…

計
画

ど
お

り
順

調
に

進
展

（
課

題
）

○
小

規
模

校
（
短

期
大

学
、

高
等

専
門

学
校

）

の
ニ

ー
ズ

を
反

映
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発

○
専

門
分

野
別

の
Ｆ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発

○
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

教
員

参
加

を
促

す

た
め

の
周

知
方

法

（
４

）
総

括

28
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②
Ｓ

Ｄ
…

計
画

ど
お

り
順

調
に

進
展

（
課

題
）

○
開

発
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
た

め
の

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
の

養
成

○
Ｓ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
新

規
開

発
、

実
施

29

③
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

体
制

…
計

画
ど

お
り

順
調

に
進

展

（
課

題
）

○
県

内
加

盟
校

会
議

の
実

施
○

遠
隔

会
議

シ
ス

テ
ム

の
さ

ら
な

る
活

用
○

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

に
よ

る
，

広
報

活
動

の
さ

ら
な

る
充

実

④
そ

の
他

（
全

体
共

通
）

（
課

題
）

○
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
に

お
け

る
取

組
の

効
果

検
証

30

31

加
盟

校
の

連
携

に
よ

り
、

様
々

な
成

果
を

上
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

御
礼

申
し
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四国地区大学教職員能力開発ネットワーク規約（改正案） 

 

                                平成 20 年 10 月 18 日 

                                 制        定 

 

（名称） 

第１条 本会は、四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（Shikoku Professional and 

Organizational Development Network in Higher Education。以下「ＳＰＯＤ」という。）と称す

る。 

（目的） 

第２条 ＳＰＯＤは、四国地区の大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）の連携・協働によ

り、地区内のＦＤ／ＳＤ事業の推進と大学等の教育力の向上を図ることを目的とする。 

（事業） 

第３条 ＳＰＯＤは、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

（１）ＦＤ／ＳＤプログラム等の調査研究及び開発 

（２）ＦＤ／ＳＤプログラム等の共同実施及び共同利用 

（３）ＦＤｅｒ（ファカルティー・ディベロッパー）及びＳＤＣ（スタッフ・ディベロップメント

・コーディネーター）の養成 

（４）参加大学等間における職員派遣等による交流 

（５）その他ＳＰＯＤの目的を達成するために必要な活動 

（加盟校） 

第４条 ＳＰＯＤは、別表第１に定める加盟校をもって構成する。 

２ 四国地区の大学等で、ＳＰＯＤの目的及び事業に賛同するものは、新たにＳＰＯＤ加盟校となる

ことができる。ただし、その大学等の所在する県のコア校の承認を得なければならない。 

３ ＳＰＯＤを退会する場合には、会長の承認を得なければならない。ただし、原則として退会する

３ヶ月前までに会長に申し出るものとする。 

（コア校）  

第５条 加盟校のうち、別表第２に定める大学をコア校とする。 

２ コア校は、共同でネットワークコアを形成して、第３条各号の事業を企画立案、実施するほか、

各県内の加盟校からの意見の集約及び調整等を行う。 

（その他の加盟校） 

第６条 加盟校のうち、前条のコア校以外の大学等は、ネットワークコアの依頼に応じて、第３条各

号の事業に参加する。 

（代表校） 

第７条 コア校のうち、１校をＳＰＯＤの代表校とする。 

２ 代表校は、コア校の互選により選出する。 

３ 代表校の任期は２年とし、再任を妨げない。 

（会長、副会長、監事及び企画・実施統括者） 

第８条 ＳＰＯＤに、会長（１名）、副会長（３名）、監事（２名）及び企画・実施統括者（１名）

を置く。 

２ 会長及び企画・実施統括者は、代表校から選出する。 

３ 副会長は、代表校を除くコア校から選出する。 

４ 監事は、コア校を除く加盟校から選出する。 

５ 会長、副会長、監事及び企画・実施統括者の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
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６ 会長は、ＳＰＯＤを代表する。 

７ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代行する。 

８ 監事は、会計を監査する。 

９ 企画・実施統括者は、ＳＰＯＤ活動に係る企画及び実施を統括する。 

１０ 補欠による会長、副会長、監事及び企画・実施統括者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（総会） 

第９条 ＳＰＯＤに、総会を置く。 

２ 総会は、加盟校をもって構成し、代表校が招集する。 

３ 総会の議長は、会長が務める。 

４ 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する者がその職務を代行する。 

５ 加盟校は、当該加盟校を代表して総会に出席する者１名（以下「代表者」という。）を、事前に

登録しなければならない。ただし、加盟校に所属する他の者が、事前に登録した者を代理し、又は

総会に陪席することを妨げない。 

６ 総会は、次の事項を審議する。 

 （１）ＳＰＯＤ事業契約の役割分担に関すること。 

（２１）ＳＰＯＤの活動方針及び活動報告に関すること。 

 （３２）ＳＰＯＤの規約に関すること。ただし、別表を除く。 

（４３）会長、副会長、監事及び企画・実施統括者の選出に関すること。 

 （５４）ＳＰＯＤの予算及び決算に関すること。 

（６５）その他全加盟校による審議が望ましい事項 

７ 総会は、加盟校の過半数が出席しなければ、開会することができない。ただし、加盟校は、審議

事項があらかじめ決定している場合においては、事前の意見提出をもって出席に代えることができ

る。 

８ 総会の議事は、出席の加盟校の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

（ネットワークコア運営協議会） 

第１０条 ＳＰＯＤに、ネットワークコア運営協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会は、コア校をもって構成し、原則として月１回開催する。 

３ 協議会の議長は、企画・実施統括者が務める。 

４ 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する者がその職務を代行する。 

５ 協議会は、次の事項を協議する。 

（１）ＳＰＯＤの活動に係る企画立案及び実施に関すること。 

（２）ＳＰＯＤの行う研究開発、人材育成等に関すること。 

（３）その他ＳＰＯＤに係る重要な事項 

６ 協議会における協議概要及び配付資料は、原則として加盟校に配付する。 

（事業評価委員会） 

第１１条 ＳＰＯＤに、事業評価委員会（以下、「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会は、協議会が作成した実績報告書を基に事業評価を行う。 

３ 委員会は、その委員の過半数をＳＰＯＤの加盟校以外に所属する者により構成する。 

４ 委員会の議長は、企画・実施統括者が務める。 

５ 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する者がその職務を代行する。 

６ 委員会は、第２項に定める事業評価を行った後、その結果を協議会に報告する。 

（事務局） 

第１２条 ＳＰＯＤの事務局は、代表校に置き、加盟校の協力を得て運営にあたる。 
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（会計） 

第１３条 ＳＰＯＤの事業経費は、加盟校からのネットワーク年会費及びその他収入をもって充てる。 

２ 監事は年１回の監査を行う。 

（その他） 

第１４条 本規約に定めるもののほか、ＳＰＯＤの運営に関し必要な事項は、総会又は協議会が別に

定める。 

附 則 

１ この規約は、平成２０年１０月１８日から施行する。 

２ この規約の施行後、最初に任命される第７条第１項の代表校の任期は、同条第３項の規定にかか

わらず、平成２３年３月３１日までとする。 

３ 別表は、新たな加盟校があった場合等に適宜改訂を行うものとする。 

附 則 

この規約は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２４年４月１日から施行する。 
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平成２４ ３年４月１日現在

別表第１　加盟校

徳島大学

鳴門教育大学

香川大学

愛媛大学

高知大学

香川県立保健医療大学

愛媛県立医療技術大学

高知県立大学

高知工科大学

四国大学

徳島文理大学

四国学院大学

高松大学

聖カタリナ大学

松山大学

松山東雲女子大学

高知短期大学

四国大学短期大学部

徳島工業短期大学

徳島文理大学短期大学部

香川短期大学

高松短期大学

今治明徳短期大学

環太平洋大学短期大学部　愛媛女子短期大学

聖カタリナ大学短期大学部

松山東雲短期大学

松山短期大学

高知学園短期大学

阿南工業高等専門学校

香川高等専門学校

新居浜工業高等専門学校

弓削商船高等専門学校

高知工業高等専門学校

別表第２　コア校

徳島大学

香川大学

愛媛大学

高知大学
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平成２４年度ＳＰＯＤ事業計画（案） 

 

 

１．ＦＤ事業 ※実施内容の詳細及び研修実施時期は、「研修プログラムガイド２０１２」参照 

 

・新規採用教員研修（年５回） 開催場所：各コア校 ※愛媛大学は２回実施 

   ・ＦＤファシリテーター（ＦＤ担当者）養成研修（年１回） 

      開催場所：徳島大学 

   ・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ（年３回） 

    ①全加盟校教員対象（年２回） 

      開催場所：東四国－徳島大学または香川大学  西四国－愛媛大学 

②高専対象（年１回）   開催場所：阿南高専 

・ティーチング・ポートフォリオ更新ワークショップ（年１回） 

 開催場所：徳島大学 ※ＳＰＯＤフォーラム２０１２において開催 

   ・教育系外部資金獲得のためのワークショップ  開催場所：愛媛大学 

   ・組織開発に関する共同研究事業 

   ・その他各種ＦＤプログラムの実施 開催場所：各加盟校 

     研修プログラムガイド２０１２に掲載したプログラム 

   ・ＦＤプログラムの開発 

     各加盟校に対して行うニーズ調査結果をもとに検討 

 

２．ＳＤ事業 ※実施内容の詳細及び研修実施時期は、「研修プログラムガイド２０１２」参照 

 

   ・講師養成プログラム（年２回） 開催場所：愛媛大学１回，コア校１回 

平成２４年５月中旬・平成２５年２月中旬 

※主担当校：ＳＰＯＤ事務局 協力校：愛媛大学 

・大学人・社会人としての基礎力養成プログラム（年３回） 開催場所：愛媛大学 

     レベルⅠ １回 １０中旬 

レベルⅡ １回 ９月中旬 

レベルⅢ １回 ６月上旬 

      ※主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：愛媛大学 

・学務系職員養成プログラム（レベルⅡ 年１回） 開催場所：愛媛大学 ９月  

※主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：愛媛大学 

・次世代リーダー養成プログラム（年８回） 

 平成２３年度受講者対象 ４回、平成２４年度受講者対象 ４回 

 開催場所：徳島県，香川県，愛媛県，高知県  

  第１回 ６月下旬 

  第２回 ７月下旬 

第３回 １１月中旬 
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  第４回 平成２５年１月下旬 

  ※主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：高知大学 

・高等教育トップリーダーセミナー（年１回）  開催場所：（徳島大学） 

 ＳＰＯＤフォーラム２０１２で実施  

  ※主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：香川大学 

・スタッフ・ポートフォリオの開発 

 ワークショップをＳＰＯＤフォーラム２０１２で実施 

   ・その他各種ＳＤプログラムの実施 開催場所：各加盟校 

     研修プログラムガイド２０１２に掲載したプログラム 

   ・ＳＤプログラムの開発 

     各加盟校に対して行うニーズ調査結果をもとに検討 

 

３．ＳＰＯＤフォーラム 

・平成２４年８月２２日（水）～２４日（金） 開催場所：徳島大学    

    ※教職員能力開発拠点（愛媛大学教育企画室）と共催 

 

４．ＳＰＯＤ共通事業 

   ・ＳＰＯＤ内講師派遣（加盟校単位 各１回 計２６回） 

    ただし、短期大学及び短期大学部が併設されている４年制大学については、あわせて 

１回とする。詳細は、研修プログラムガイド２０１２に掲載 開催場所：各加盟校 

   ・遠隔専用セミナー「ＳＰＯＤチャンネル（仮称）」の配信 

 

５．ＳＰＯＤ運営 

   ①総会（年１回） 平成２５年３月頃 

   ②ネットワークコア運営協議会（毎月） 

   ③事業評価委員会（年１回） 平成２５年３月頃 

   ④監査（年１回） 平成２５年３月頃 

⑤その他 

ⅰ．ＦＤ／ＳＤ分科会  

     ・ＦＤ分科会（年１回） 総会と同日開催（平成２５年３月頃） 

     ・ＳＤ分科会（年１回） 総会と同日開催（平成２５年３月頃） 

ⅱ．ＳＰＯＤ加盟校県内会議 

     ・徳島県内（随時） 

・香川県内（随時） 

・愛媛県内（随時） 

     ・高知県内（随時） 
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「調査・研究プロジェクト」設置の提案 

 

2011 年 11 月 

愛媛大学 教育企画室 

 

１．問題と目的 

 愛媛大学を基幹校とした「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（以下，SPOD）」

は，2008 年度より文部科学省の戦略 GP の支援を受け，3 ヶ年の事業を終えた。2011

年度からは自立的な運営体制の下で事業を継続している。この間，愛媛大学，徳島大学，

香川大学，高知大学の 4 校が各県のコア校として，教職員の能力開発プログラムを開発・

実施し，大学の教育力向上を図ってきた。これら様々な取組の効果を検証するとともに，

そうした取組の効果の一環として SPOD 加盟校における組織変容を捉えることによって，

今後の SPOD の質保証・向上が可能になると思われる。これが目的の 1 つである。さら

にこうした検証活動を含め，SPOD 内で継続的な調査・研究の推進を行っていくことも重

要であると考える。そこで，第 2 の目的として SPOD における「調査・研究プロジェク

ト」の設置を提案する。 

 

２．実施体制 

 SPOD 事業においては，FD と SD の 2 本柱で人材育成を行ってきている。SPOD ネッ

トワークコア運営協議会においても FD・SD それぞれの専門部会を置いて審議・検討を行

ってきている。今回の効果検証プロジェクトや今後の調査・研究プロジェクトには，愛媛

大学の教育企画室関係教職員に加え，SPOD 加盟校の教職員も自由に参加することが可能

となる。 

 

３．「SPOD 効果検証・組織変容プロジェクト」の実施方法 

 検証の具体的な方法（レベル・目的・対象・方法）は以下の通りである（下表／仮案）。

一般教職員から SPOD でプログラムを受講した教職員，SPOD のプログラム推進者（実

施者や運営に携わるメンバー等）や当該組織で FD／SD を推進する教職員，さらには教

員・職員組織の管理者ならびに機関の長を対象とする。実際には，FD／SD の現状（課題

や問題点）や SPOD に対する認知度や実施による効果，組織変容（何らかの組織の新設や

改組の実態やそのプロセス）といった点について，アンケートやインタビュー調査によっ

てデータを収集する。なお，アンケートやインタビューを行う上で，SPOD の効果検証の

みならず，FD／SD の効果や組織変容（組織状態の診断）を捉える指標（ルーブリック等）

の開発も行う。 
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レベル ミクロ ミドル マクロ 

目的 (1)SPOD によって提

供したセミナーやプロ

グラムの効果検証 

(2)SPOD における教

職員のニーズ測定 

SPOD による組織変容

（教員の意識や授業，

カリキュラム等）の効

果測定 

SPOD による組織変容

（大学・学部・学科の

組 織 風 土 や 組 織 改 組

等）の効果測定 

対象（教員） (1)プログラム受講者 

(2)一般教員 

a.プログラム推進者 

b.学部・学科の FD 担

当者 

管理者（学長・学部長・

学科長） 

対象（職員） (1)プログラム受講者 

(2)一般職員 

a.プログラム推進者 

b.人事課等の SD 担当

者 

c.教育・学生関係職員 

管理者（学長・総務や

教育・学生関係の管理

者） 

方法 (1)既に実施・蓄積して

いる受講後のアンケー

ト結果 

(2)既に実施したニー

ズアンケート＋α 

a.アンケート（新規） 

b.インタビュー（新規） 

c.関連するエビデンス 

a.アンケート（新規） 

b.インタビュー（新規） 

c.関連するエビデンス 

 

 また，各機関の組織内における FD／SD の実施状況や成果等に関わるエビデンスがあれ

ば適宜収集する。さらに，特に FD の効果を問う場合に学習者の視点は重要である。学生

の学習の質向上等が図れているようなケース（エビデンス）があれば併せて収集する。た

だし，ここは SPOD の効果として説明するには影響力が弱いと考えられるため，参考程度

に止める。 

 

４．期待される効果 

 多くの高等教育機関で FD や SD の取組は進められてきているが，そうした取組の効果

や組織に及ぼす影響など多面的に捉える指標や方法の開発はほとんど進んでいない。

SPOD の中で開発された体系的かつ膨大なプログラムとネットワークの利点を活かして，

きちんとした効果検証の方法（≒評価モデル）を構築することで，ネットワークそのもの

の継続的な向上（PDCA サイクル）と実践研究としての価値の創造が図られると考える。 

 また，今回の「調査・研究プロジェクト」は，これまでの取組（過去）の検証というこ

とだけではなく，今現在あるいは今後加盟校において必要な課題や検討したい事項などを

取り上げ，調査・研究していくということを志向している。 

 

５．備考 

 なお，本事業はメインフィールドを SPOD 内に置いているが，適宜，愛媛大学教育企画

室が展開している「教職員能力開発拠点」事業とも連携しながら進めていく。 

 

以上 
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「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」役員名簿 

 （平成２４年４月１日現在） 

 

 

会  長  柳 澤 康 信    愛媛大学長 

副 会 長  香 川   征    徳島大学長 

副 会 長  長 尾 省 吾     香川大学長 

副 会 長  脇 口    宏    高知大学長 

監   事  棟 方 信 彦    松山東雲女子大学長 

松山東雲短期大学長 

監   事  嘉 門 雅 史    香川高等専門学校長 

企画・実施統括者   佐 藤  浩 章 

    愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 副室長 
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